
36 

 

 

 

「防犯の会」の活動を始めるに当たり、神奈川区の各自治会町内会の犯罪発生件数の調

査、神奈川警察署での最近の犯罪状況並びに青パトの現状などについての研修会を実施。

その後、21 連合自治会町内会の中から大口七島地区、白幡地区の方々と防犯についての

研修会を実施しました。その情報をベースに神奈川区の犯罪抑止に寄与できないかを主眼

に、次の様な活動を展開しました。 

 

１．神奈川区の犯罪の推移 

①1,000 世帯あたりの犯罪件数の推移 

神奈川区は平成 17 年をピークに、各自治会町内会の努力で犯罪が激減しました。判断

がしやすいように 1,000 世帯あたりに換算して分析すると、年間 10 件前後の犯罪発生の

所が 21 連合中 16 連合であることが分かります。10 件を超えている連合を見ると自転車

盗が多いことが特徴です。自転車盗対策は駐輪場設置に資金を伴い難しい面もあります

が、何らかの対策が必要であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊グラフの見方：棒グラフ左=平成 17 年  右=平成 24 年を示す 

＊グラフ縦軸は、1,000 世帯あたりの犯罪発生件数 

②犯罪別の低減の推移 

犯罪の種類 平成 17 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 

犯罪総数 2,624（100） 1,423（54） 1,196（46） 1,085（41） 

自転車盗 792（100） 640（81） 582（74） 532（68） 

侵入盗 630（100） 382（61） 293（47） 204（33） 

窃盗 1,085（100） 366（34） 288（27） 321（30） 

知能犯 44（100） 24（55） 22（50） 14（32） 

風俗犯 73（100） 11（15） 11（15） 14（19） 

                    ＊数字は件数、（  ）内数字は%を示す。 

防犯の会 
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２．大口七島地区、白幡地区での研修会の整理 

研修会開催日：大口七島地区 平成 25 年 3 月 12 日 

      ：白幡地区   平成 25 年 3 月 15 日 

犯罪発生が激減した数多くの連合の中から、商業地区と住宅地区が混在している点、他

区との区境を有している町会がある点、連合に居住している委員が部会に在籍している点

などを考慮して、当 2 連合の活動を研修させていただくことにしました。 

そこで、次の項目に注力して活動することが重要であるとの指摘を受けました。 

＊人の目・耳に触れる活動（防犯の情報） 

  高札制度（時代劇に出てくる掲示板） 

  掲示板の鮮度管理 

  掲示板の密度管理 

  チラシの配布 

★目に訴える  三地区合同パトロール 

  定期的なパトロール 

  スタンプラリー 

  アトラクション 

  世代間交流 

 

  講演会（警察、消防） 

★耳に訴える  一声運動 

  夜回り 

 

  各自治会町内会の祭礼 

★地域の行事 
 盆踊り 

 子ども会 

  老人会 

 

３．大口七島、白幡地区で行われている“人の目・耳に触れる活動”について 

①掲示板の管理 

＊犯罪が発生すると防犯部長が「墨で高札」に書いて掲示する。 

＊掲示板は自治会町内会会長や、掲示板責任者が定期的に巡回チエックしている。 

＊回覧物は掲示しない等管理が行き届いている。 

自治会町内会会長が絶えず掲示板をメンテナンスしていることは素晴らしいことであ

り、参考にしたいと思います。 
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②三地区合同パトロールの実施 

ここ 10 年間にわたり大口七島地区、松見地区、神之木西寺尾地区の三連合会長が協力

して三地区合同パトロールを行っています。神奈川警察署、防犯協会、区役所、報道機関

も招き大口駅交番前に 200 名近くの関係者が揃いのジャンパーを着て、防犯ののぼりを立

てて集合している風景は壮観です。2 時間をかけてそれぞれの地域を巡回、チラシの配

布、自転車のマナー指導、防犯の声掛けなど、まさに「人の目・耳に触れる活動」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③防犯・防災を目的とした地域スタンプラリーについて 

世代間交流、あいさつ運動、

見守り、地域防災拠点、会館な

どの確認を兼ねて、2 月 16 日

に 4 時間をかけてスタンプラリ

ーが開催されました。各ラリー

ポイントに小学生、中学生、高

校生がボランティアとして参加

して世話役を担当。老若男女が

隔てなく参加している姿に、日

頃から地域を詳細に知ることで顔の見えるつき合いが広がり、向こう三軒両隣の精神が全

住民の地域に対する意識改革に繋がることを実感、有効なイベントであると思われます。 

「時代劇の掲示板」 

に注目 
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④白幡地区の自治会町内会ごとの神輿が集結するお祭り 

白幡地区は伝統のある地域であり、白幡八幡神社に各自治会町内会の神輿が集合し、お

祓いを受けた後各町内を練り歩く風景は、浅草の三社祭りが思い出される光景で、地域の

絆の強さを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のような活動が、住民の地域に対する関心を高め、自分達の町を自分達で守る意識 

に繋がっていくのではないかと感じました。 

 

⑤その他のご意見 

１）青パト（防犯のための青色回転灯装着車による見回り）導入の問題点 

＊商用車などを青パト車輌として使用することが検討されても、認可までのハードル

が高く進展しない（防犯協会が 2 回/月、区内全域をパトロールしている）。道路が

狭く青パトの適用ができない地域がある、などのご意見をいただきました。 

２）区民協議会への提言 

＊区境の防犯対策を考えてほしい。放置自転車も引き続きやるべきだ。防犯カメラの

普及対策を進めてほしい。LED 対策のスピードを上げてほしい（平成 26 年実施決

定）。振り込め詐欺対策を進めてほしい、などのご意見を伺いました。 

 

４．掲示板に関するアンケートについて 

防犯まちづくり関係省庁協議会の提言によりますと、地域の共同意識の向上が犯罪抑

止に繋がることが示されており、その情報伝達の手段として掲示板の役割が見直されて

います。掲示物の剥がれ、掲示板の満載は、その地域の地域活動が比較的緩慢であるこ

とを露呈し、犯罪者に付け入る隙を与えることになる、との警察からの啓発を受け、大

口七島地区、白幡地区の掲示板の管理、運用を参考に掲示板と犯罪抑止の関係を調査す

るため、当部会委員の所属する自治会町内会の協力を得てアンケートを実施しました。 
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①アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示板の認識
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②アンケートの集計の内訳 

自治会町内会名 白幡仲町 松ケ丘 神大寺西町 羽沢第一 羽沢南 大丸 

対象世帯数 485 800 977 211 1,234 300 

回答数 

回答 
（世帯） 

比率 
（％） 

回答 
（世帯） 

比率 
（％） 

回答 
（世帯） 

比率 
（％） 

回答 
（世帯） 

比率 
（％） 

回答 
（世帯） 

比率 
（％） 

回答 
（世帯） 

比率 
（％） 

485  70  497  140  559  97  

１．掲示板の設置場所 

知っている 473 97.5 54 77.1 268 53.9 131 93.6 447 80.0 83 85.6 

知らない 12 2.5 7 10.0 159 32.0 9 6.4 59 10.6 12 12.4 

２．掲示物をみています 

関心を持って見

ている 
98 20.2 21 30.0 57 11.5 70 50.0 67 12.0 13 13.4 

見たことはある 367 75.7 37 52.9 261 52.5 60 42.9 408 73.0 66 68.0 

見たことがない 18 3.7 3 4.3 120 24.1 3 2.1 60 10.7 14 14.4 

３．特に掲示してほしい内容 

防犯関係 429 88.5 50 71.4 360 72.4 130 92.9 463 82.8 74 76.3 

震災関係 266 54.8 25 35.7 220 44.3 67 47.9 291 52.1 33 34.0 

町内行事関係 338 69.7 34 48.6 223 44.9 111 79.3 258 46.2 43 44.3 

学校関係 60 12.4 10 14.3 48 9.7 11 7.9 87 15.6 6 6.2 

行政関係 121 24.9 20 28.6 112 22.5 37 26.4 170 30.4 12 12.4 

福祉関係 116 23.9 10 14.3 141 28.4 56 40.0 199 35.6 23 23.7 

町内訃報関係 234 48.2 14 20.0 82 16.5 58 41.4 80 14.3 10 10.3 

４．掲示方法 

回覧物は掲示不要 220 45.4 38 54.3 246 49.5 21 15.0 203 36.3 43 44.3 

チエック印を押

して掲示期間を

決める 

252 52.0 27 38.6 158 31.8 78 55.7 247 44.2 47 48.5 

全て１ケ月間掲示 9 1.9 2 2.9 12 2.4 41 29.3 42 7.5 21 21.6 

５．掲示板と防犯対策 

役に立つと思う 432 89.1 48 68.6 346 79.6 88 62.9 448 80.1 44 45.4 

役に立たない 4 0.9 3 4.3 9 1.8 13 9.3 27 4.8 5 5.2 

分からない 47 9.7 10 14.3 66 13.3 39 27.9 81 14.5 27 27.8 

６．掲示板の増設 

現状で良い   55 78.6 193 38.8     44 45.4 

増設を望む   3 4.3 201 40.4     29 29.9 

掲示板は不要   2 2.9 14 2.8     5 5.2 

＊松ケ丘のアンケートは役員の方のみにお願いしました。 

＊アパート・マンションは含みません（白幡仲町、松ケ丘、羽沢第一、大丸）。 
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③掲示板に対する考察 

 部会では今回、部会委員が自治会町内会にアンケート調査をお願いできる 6 つの自治会

町内会だけで行いましたが、設問は防犯のみに焦点を当てており、住民の多くが、掲示板

から防犯関係の情報を得られることを期待している状況が明らかになりました。従いまし

て掲示物の内容を防犯、自治会町内会行事、選挙広報などに絞り「見たい掲示板に変身」さ

せることにより、住民が「よく見る掲示板」になり、防犯のための犯罪情報の伝達、防犯情

報の周知に有効であると推察されます。 

 

５．区境の犯罪発生状況の把握対策 

平成 25 年 10 月の区長懇談会の際、白幡地区研修会で問題提起された区境の犯罪状況の

把握の難しさについての解決策を提言したところ、区役所により同年 12 月から、隣接区

の犯罪状況を神奈川区役所ホームページで閲覧できるように迅速なる対応がなされまし

た。住民の安心・安全に寄与できる素晴らしいことです。 

 ・・・閲覧の手順・・・ 

神奈川区役所にアクセス⇒神奈川区ホームページ⇒暮らしの情報クリック⇒防犯

の情報クリック⇒隣接区の防犯情報クリック⇒鶴見区、港北区、西区、保土ケ谷

区、緑区の隣接区が表示されるので犯罪データ詳細をクリックすると犯罪別、自

治会町内会別、各年度・月別の状況が閲覧できます。 

 

６．青パトの導入促進対策 

平成 26 年 1 月 28 日、神奈川警察署生活安全課、神奈川区役所地域振興課と青パト導

入のハードルを下げ、普及するための改善対策を話し合いました。その結果神奈川警察

署から次の条件の下に、導入促進に協力が得られることになりました。 

神奈川警察署からの条件 

＊商用車を青パト車輌として使用する時は、神奈川区役所作成のステッカーを、使 

用する商用車に貼り、社名商店名を隠して使用すること。 

＊青パト要員は最低限 2 名以上とし、青パトの活動報告を年度終了後提出すること。 

＊導入希望の町会があれば、申告書などの作成に警察署の協力が得られること。 

神奈川区役所の見解 

神奈川警察署指示のステッカーは、導入する町会の希望を聞き 3 種類あるステッカ

ーを組み合わせて対応します。 

                             

                 

 

 

参考：商用車にステッカー

を貼った状況 
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７．まとめ 

この 2 年間の活動で得られた情報について、関係先の方々に提案をさせていただきます

ので参考にしていただければと思います。 

（１）神奈川区役所・神奈川警察署へのお願い 

犯罪抑止策として青パトの導入を更に促進するために、具体的な事例を挙げたパンフ

レットなどを作成して自治会町内会会長に配布することをお願いいたします。 

防犯情報・生活情報収集に神奈川区役所の「ホームページ」が有効であるとの PR の

促進をご検討ください。防犯など区民の意識改革に寄与すると思います。 

（２）自治会町内会会長の皆様へのお願い 

この度商用車も使用可能となりましたので、青パト導入のニーズがありましたら、神

奈川警察署生活安全課（441-0110（代表））、区役所地域振興課（411-7087）にお気軽に

ご相談ください。具体的に丁寧に対応がなされます。 

区境にある自治会町内会の方は「神奈川区役所ホームページ」をご利用ください。特

に犯罪動向が閲覧できて、自治会町内会の防犯対策に寄与すると思います。 

アンケートの結果により、掲示板に期待する掲示物は「防犯に関する情報」とする住

民が多く、掲示板の活用は防犯意識の高揚に役立つことが推察されます。防犯関係の掲

示物にはアクセントをつけ、強調することで更に有効になると考えます。 

（３）2 年間の活動を通じて 

多くの地域の方々から貴重な情報、各種地域活動への委員の参加・研修にご協力を 

いただきましたことに御礼申し上げます。また、神奈川区役所、神奈川警察署、神奈川

土木事務所に多くのご指導をいただきましたことに感謝を申し上げます。 

向こう三軒両隣の意識が大切であること、コミュニケーションの有効な方法として、

掲示板と犯罪抑止の関係について委員一同で取り組みました。 

≪防犯の会の活動記録≫ 

定例会 

（23 回） 

H24.8/15,9/5,10/9,11/13,12/4、H25.1/15,2/12,3/12,4/8,5/14,6/11, 

7/9,8/9,9/10,10/8,11/5,12/10、H26.1/14,2/10,3/11,4/8,5/13,6/10 

研修会 

（11 回） 

神奈川警察署（H24.10/2）、大口七島（H25.3/12）、白幡

（H25.3/15）、三地区合同パトロール（H25.3/17,H26.3/15）、白幡

高札調査（3/29）、白幡祭礼（H25.8/3,4）、大口七島スタンプラリー

（H26.2/16）、保土ヶ谷掲示板調査（H25.9/4）、港南区防犯部長村

上様青パト（H25.12.10） 

アンケート 

（2 回） 
掲示板（H25.10～11,26.1～2） 

行政との勉強会 青パト（H26.1/28） 

全 37 回の活動 


